


































































































































(1) ｢祇園社･四条河原図解風｣ (寛永ごろの作), (『相撲の歴史』 (境
編), p.16)5'
四本桂:赤｡ 『相撲の歴史』 (境編, p.97)によると,これは
寛永ごろの作だというt"0





























(1) ｢錦絵大棚撲興行之図｣ (安永年間), (I鞘支相撲のすべて, p.13)
四本柱:紅白
(2) ｢東西土俵人之図｣ (大明2年春場所), (『相撲の歴史』 (境編), p.35)
川本柱:赤C,下部を赤い毛配で包む｡
(3) ｢東方幕内一卜俵入之図｣ (天明2年10月), (『相撲打隼の歴史』, p.60)
四本柱:針目
(4) ｢谷風と小野川の取組図｣ (大明2年10月), (『図録｢11本州撲史｣総
覧』, p.24)
四本柱:赤
(5) ｢江都勧進大相撲浮絵之図｣ (大明8年春場所), (『相撲の歴史』 (境
編), p.36/ 『相撲百年の歴史』, p.60)
川本柱:紅白











(1) ｢谷風横綱土俵入之図｣ (寛政3年春場所), (『図録｢日本相撲史｣総
覧』, pp.26-27)
川本柱:赤
(2) ｢入射1｣土俵人｣ (寛政7年1)i), (『相撲浮世絵』, p.111/ 『大相
撲』 (学研),口絵)
円本柱:赤
(3) ｢幕内土俵入之図｣ (文化10年), (『江戸相撲錦絵』, pp.17-19)





(6) ｢人相撲取組之凶｣ (文政6年),胴t戸相撲錦絵』, pp.29-31)





(9) ｢勧進大和操の図｣ (天保10年11月), (『江戸相撲錦絵』, p.74)
川本柱:赤





(12) ｢勧進人相撲卜俵人之図｣ (弘化2年11月), (『江戸相撲錦絵』,
pp. 142-143)
四本柱:赤
(13) ｢西ノ方土俵人之図｣(弘化3年春場所), (『相撲浮世絵』, pp.30-32)
四本柱:赤
(14) ｢勧進人相撲興行之全図｣ (嘉永2年11)]), (『江)月日撲錦絵』,
pp.110-113)
川本柱:赤
(15) ｢勧進大相撲取組之凶｣ (嘉永3年3月), (『江戸相撲錦絵』, p.99)
四本柱:赤
(16) ｢勧進大相撲取組之図｣ (嘉永4年2月), (『江戸相撲錦絵』, p.77)
tq本柱:赤
(17) ｢大相撲土俵入之図｣ (嘉永4年), (『図録｢日本相撲史｣総覧』,
pp.30-31)
四本柱:赤
(18) ｢勧進人相撲之図｣(嘉永6年11)j), (『江),一相撲錦絵』, pp.1441145)
四本柱:赤
(19) ｢勧進大角力取組岡｣ (嘉永7年1川), (『江戸相撲錦絵』, p.76)
LJq本柱:赤
く紅白の四本柱)






(3) ｢稲妻横綱土俵人の図｣ (文政13年11月～文政), (『大相撲』 (学研),
p.47// 『相撲の歴史』 (境編), p.48)
円本柱:紅1′J

























(2) ｢勧進人相撲興行之図｣ (安政5年3月), (『相撲』,保育社, pp.92
-93)
四本柱:四色｡
(3) ｢陣幕と不知火の取組図｣ (安政5年11月), (『相撲浮世絵』, p.49)
四本柱'.青と黒.推定でPtl色
(4) ｢雲龍横綱土俵入之図｣ (文久元年), (『江戸相撲錦絵』, p.62)
四本柱:青｡推定で円色｡
(5) ｢不知火横綱土俵入之図｣ (元治元年3月), (『江戸相撲錦絵』, p.63)
四本柱:白と黒｡推定で国包｡
(6) ｢勧進大相撲弓取之図｣ (元治2年春場所), (『相撲浮t牡絵』, pp.117
-119)
四本柱:四色
(7) ｢勧進大相撲繁栄之図｣ (慶応2年2月), (『江戸相撲錦絵』, pp.149









(1) ｢勧進大相撲之図｣ (安政2年), (『大相撲』 (学研), pp.122-123)
四本柱:赤
(2) ｢式守鬼一一一郎顔触れの図｣ (安政3年正月), (『江戸相撲錦絵』, p.144)
四本柱:赤
(3) ｢雲龍と境川の取組｣ (安政4年冬場所), (『江戸相撲錦絵』, p.62)
円本柱:赤
(4) ｢境川と小柳の取組｣ (安政年間), (『相撲錦絵蒐集漕』, p.84)
四本柱:赤
(5) ｢陣幕と不知火の取組｣ (安政5年11月), (『江戸相撲錦絵』, p.64)
川本柱:赤






















(1) ｢鬼面山横綱卜俵人之剛(鞘台2年～3年), (『江戸相撲錦絵』, p.65)
糾本柱.'白と青｡推定で四色.
(2) ｢勧進大利撲土俵人｣ (明治5年(1872) 3月), (『相撲今むかし』,
pp.62-63)0
四本柱は凹色(推定)
(3) ｢勧進大相撲-L俵人之因｣ (明治9年夏場所), ((『図録｢H本州撲
史｣総覧』, pp.38-39)
四本柱:川色
(4) ｢境川横綱卜俵人之図｣ (明治9年12月～14年1月), (『大相撲』 (学
研), pp.142-143)
四本柱:川色




(6) ｢相撲興行之図｣ (明治15年), (lLIIJ版人:佐脇金次郎,一枚錦絵)
116
四本柱:川色
(7) ｢大関大運羽左衛門｣ (明治17年ごろ), (『大相撲』 (学研), p.150)
凹本柱: VLl色｡〕青柱しかないが, LJq色を推定｡,
(8) ｢大関剣山谷右衛門｣ (明治17年ごろ), (『人相撲』 (学研), p.150)
四本柱:四色｡青柱しかないが, lTq色を推定｡
(9) ｢天幕開･東西共同稽古場人岡｣ (明治24年1月), (『人相撲』 (学
研), p.262)｡
四本柱:四色｡
(10) ｢相撲弓取之囲｣ (明治26年), (『大相撲グラフティ-』, p.26)
四本柱:川色(推定)｡青と｢=ま描かれている｡
(ll) ｢回向院大相撲十俵人之図｣ (明治27牛5月), (『明治時代の大相撲』,
p.226)
四本桂: lTq色｡ Irl柱が確認できる｡他の3柱の色は推定.















(16) ｢常陸山横綱卜俵人妻｣ (明治37年ごろ), (『相撲の歴史』 (境編),
p.78)10)
四本柱:四色
(17) ｢大砲横綱一Ⅰ二俵入姿｣ (明治38年5月), (『相撲の歴史』 (境編), p.77)
四本柱:四色







































































(1) ｢八陣横綱土俵入之図｣ (明治30年ごろ), (『相撲の歴史』(境編), p75)
四本柱:四色,大阪相撲｡










(3) ｢八陣横綱土俵入之図｣ (明治30年ごろ), (大相撲, p.154//相撲の
歴史(境編), p.75))
四本柱:紅白



















(1) ｢徳川家斉公上覧相撲絵巻｣ (寛政3年), (『相撲の歴史』 (境編),
p.39)13'
四本柱:紅と紫
(2) ｢大名御覧相撲取組之図｣ (寛政6年), (『相撲の歴史』 (境編),
p.39)14'
柱:緋と紫
(3) ｢紀州安藤家相撲之図｣ (文政4年(1821)), (『相撲の歴史』 (境
編), p70)
四本柱:赤
(4) ｢玉垣敏之助の図｣ (文政6年(1823)頃), (『相撲錦絵蒐集譜』 (イ1-
黒著), p.91)｡
四本柱:紅白














(1) ｢延遼館天覧州撲横綱卜俵人之L叫｣ (明治17年3月), (『大相撲』 (学
研), p.66　『相撲の歴史』 (境編), p.76)
四本柱:紅白
(2) ｢黒目邸天覧相撲｣ (帖台18年11月), (『日本相撲史(申)』, p.77)
四本柱:不明
く赤の田本柱)
(1) ｢弥/日中社天覧角紙之囲｣ (明治21年1月), (酒井著『日本相撲史
(中)』, p.92)0
lJg本柱:赤(推定)













(2) ｢宿弥神社祭典大相撲之図｣ (明治19年), (『国技相撲の歴史』,
pp.132-133)
四本柱:紅白
(3) ｢剣山と大達の取組｣ (明治20年2月), (『円本相撲史仲)』, p.87)
四本柱:紅白｡華族会館の相撲である｡





(6) ｢万屋開式之図｣ (明治31年5月), (『大相撲』 (学研), p.67)
四本柱:四色


































































































































































































































































































































































pp.27-28) / 『野見宿禰と相撲』 (龍野市教育委員編, 1944,
p.26) / 『相撲の歴史』 (境編, 1998, p.26)
(2)元禄の頃,江戸の南部相撲興行凶
『H本相撲史(卜)』 (酒井著, 1956, p.101) // 『相撲今むかし』





･ 『なんでもわかる利撲百科』 (相撲別冊, 1962年11月, p.137)
(4)元禄時代の南部地方の興行図
『伝説と奇談』第13号(1961, p.74)ノ′ 『元禄人間模様』 (竹内
著, 2000, p.184)
(5)南部相撲興行の図(年代と興行場所の言及はない)
『相撲大事典』 (金指基著, 2002, p.129) // 『大相撲展』 (八戸市
博物館, 2003, pp.27-28)
(6)元禄の頃の川角土俵を描いた問


















































































































































































































のものを想定していると思われるが, 『相撲大事典』 (金指濃紫, 2002,p.129)で
は年代や興行場所の言及はない｡
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